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1．は じめに

　 て こ に関する学習は小学第 5 学年で 導

入 されて い る。 こ こ で は、 お もりの 位 置

を変えて も重 さは 変化 しない がて こ を傾

け る働きが 変わ る こ と、 て こ には支点 ・

力点 ・作用点があるこ と、 て こ がつ りあ

うと きに は力の 加 わ る位置 と力の 大 きさ

の 間には
一定の きま りがあ る こ とを学習

す る 。 しか しなが ら、 実際の 「て こ 」 単

元 の授業で は 、 つ りあ い に 関 して 、 モ ー

メ ン トの 概念的理 解よ りもむ しろ数式的

に算出するこ とに終始 しが ちで ある。

2 ．本研究の 目的

　 本研究で は 、 筋感覚 を伴 う体験 ・遊び

を取 り入れ た活動の 後に実験器具 を川 い

て 実験 活動 を行 っ たクラ ス と 、 実験器 具

を用 い た実験活動の後 に筋感覚を伴う体

験 ・遊び の 活動 を行 っ たクラ ス に 対 して 、

学習以 前 ・授業の 中間 ・単元終 了後 に調

査 を行い 、 3 回の 調査結果か らて こ 単元

で の 学習沽動に よる 学習者 の 概念 変化 に

つ い て 分析 し 、 ま た授業の VTR や 学習

者の 感想を分 析す るこ とで 学習指導方 法

と教育効果 の 関係につ い て 比較 し考察を

行 う 。

3 ，方法

　 調査対象は広島大学附属小学校 5 年生

の 2 ク ラ ス で あ る 。

実験群 ：体験 ・遊び → 実験活動 型授業の クラス

統制群 ：実験活動 → 体験 ・遊び 型授業の クラ ス

　 体験 ・遊びの 活動 、 実験活動の い ずれ

も 4 時間 ずつ の 授業 と し 、 両群 とも合 計

8 時間の 授業 を行 っ た 。 ま た、 両群の 活

動 内容は同 じもの で あ り、 学習指導 も等

しくなる よう留意 した 。

　調査は 、 て こ 単元の 授業を実施 した平

成 9 年 1月中旬〜 2月中旬 に行 っ た 。 調

査は質問紙形式で 行 っ た。 調査諜題は 、

Siegler，　1976 で用 い られ た つ りあ い ば か

りの 課題 （つ りあい 課題 ・亜 さ課題 ・距

離課題 ・葛藤璽 さ課題 ・葛藤距離課題 ・

葛藤っ りあい 課題 ）を参考に作成 し、 12

題 で構成 した 。 さ らに
、

つ りあい ばか り

がつ りあ う時の 条件に つ い て 自由記述形

式で 説明 を求め た 。

4 ．調 査結果及び 考察

　Sieglerの 4 つ の 判断親 則 との 対応 や

つ りあい の 条件の 説明タイ プ の 抽出な ど

を行 っ た 。 発 表はて こ 単元 学習前の 学習

者の 概念調査結果を中心に を行 う。
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